
サインイン

Web of Scienceは世界随一の学術情報プラットフォームです。国際的に、あるいは特定の地域や分野において最も
影響力の高いジャーナルや学術書、会議録、研究データ等を収録し、引用に基づく公平な指標を学術コミュニティ
に提供しています。広大な情報の海から、研究者が本当に必要とする、価値のある情報の発見をナビゲートします。

関連性の高い
重要な研究情報を
効率的に見つける

研究テーマの
最新動向を把握する

研究テーマの
他の研究者を把握し

ネットワークを構築する

論文を投稿するのに
適切なジャーナルを

特定する

以下、Web of Science Core Collectionの画面にてご説明いたします：http://webofscience.com

クイック・レファレンス・ガイド①
2020年12月改訂

Web of Science   (基本編)

基本検索

検索窓
検索する単語や語句
を入力します。

検索フィールドを選択する
ドロップダウンリストから検索フィールドを選択します(↓)。

検索オプションを
選択します。
ここでは「基本検
索」について説明
します。

検索条件を追加
検索窓とフィールドを追加します。

検索の幅と対象を選べます
検索対象とする年（ご契約内容によります）、および検索に
使うデータベースファイルを選べます。「詳細設定」をク
リックすると、Web of Science Core Collectionのご契約全
データベースファイルのリストが表示されますので、検索対
象にしたいデータベースファイルのみを１個～全部選ぶこと
ができます。
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データベースを選択
Web of Science Core Collection (WoS CC) 以外のデータベースを使用する場合はリスト
から選択します。ここではWoS CCについて説明します。

Web of Scienceは多岐にわたるデータベースを収録可能なプラットフォームです。ここでは、最も中核的なデータ
ベースである”Web of Science Core Collection”を用いた「基本検索」の操作方法を説明します。

トピック以外にもタイト
ル、著者名、出版物名な
ど、様々な項目から検索
できます。

「すべてのフィールド」
を選ぶと、普通のWeb 
検索の感覚で、１つの検
索窓にフィールドの異な
る複数の検索語を入れて
検索できます。例えば、
「著者名」である
Yamanakaと「トピッ
ク」であるiPSを並べて
入れて検索できます。
（左記参照）

他のデータベースで検索
した特定の論文の被引用
数を調べたい場合、
「DOI」や「PubMed 
ID」を選ぶと便利です。

「すべてのフィールド」の検索例

→“Yamanaka”と”iPS”を含むデータがヒットします。

製品名をクリックすると他の製
品・サービスを開けます（各製品
についてはP.7参照）。

サインイン ▼P.6参照

検索の基本３ステップ

① 検索窓に語句（英語）を入力 ② 検索フィールドを選択 ③ 検索ボタンをクリック

「検索結果」へ（次ページをご覧ください）。

「著者名」の検索例

姓→名（のイニシャル）の順に入力します。
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検索結果

Web of Science

検索結果の並び替え
検索結果は、出版日の新しい
順（デフォルト）の他、被引
用数、利用回数などで並び替
えできます。

利用回数
Web of Science 上でこの論
文のレコードが利用された回
数を表示します。
論文の影響度を示す引用に対
して、論文への「興味」を示
します。

論文のタイトルをクリックすると、詳細表示画
面（次ページ）に移動します。

検索結果の出力
保存したいレコードをEndNote等の文献管
理ツールにエクスポートしたり、テキスト
として保存、電子メールとして送信などが
可能。自身の論文をPublonsに保存すれば
被引用情報も含めて業績管理も簡単。

引用レポートの作成（P.5参照）
「引用レポートの作成」をクリックすると、結
果セットに対する引用統計が表示されます。
（検索結果が10,000レコード以下の場合に表示）

検索結果
検索の結果、ヒットしたレ
コード数が表示されます。
「アラートを作成」をクリッ
クするとこの検索条件が検索
アラートとして保存されます。
(サインインの必要がありま
す。P.6参照)

検索結果の絞り込み
すべての検索結果から、ESI* 
上位の論文、出版年、Web 
of Scienceの分野、ドキュメ
ントタイプ、所属機関-拡張、
助成金提供機関などにより絞
り込みます。オープンアクセ
スレコードのみに絞り込むこ
ともできます。
(*:ESIについてはP.7参照)

すべて表示オプション
出版物名、国/地域、研究分
野、Web of Science Index
（引用索引ごと）などの絞
り込みオプションを表示し
ます。

その他のオプション
各フィールド内で、さらに
絞り込み可能な項目一覧を
表示できます。

結果の分析（P.5参照）
各種フィールドからデータ値を抽出
して検索結果セットのレコードをグ
ループ化およびランク付けします。

2

マークリスト
最大 50,000レコー
ドを一時的に保存
ができます。

出版社のサイト
クリックするとフルテキスト
を参照するオプションが表示
されます。

ジャーナル名
ジャーナルインパクトファクター(JIF)付きであれば、
クリックしてJIFを確認できます。（P.4も参照）

クリックで抄録表示
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詳細表示

Web of Science

タイトル
すべてのタイトルは原文に忠
実に収録されています。

著者名
原文に忠実にすべての著者を
収録し、索引付けしています。

Web of Science-
ResearcherID と ORCID
Web of Sciece ResearcherID
とORCIDのIDを検索できます。
該当するIDがあれば表示され
ます。

助成金情報
助成金提供機関、助成金登録
番号、助成金提供情報が検索
できます。（2008年～現在）

引用ネットワーク
• 被引用数
• 引用文献
• 関連レコード
• 引用アラートの作成（P.6参照）

各レコードのWeb of Science Core 
Collectionにおける被引用数、Web of 
Scienceプラットフォーム全体での被引用
数が表示されます。
（購読の範囲に依存しません。）

著者所属
すべての著者の所属機関が、
論文記載のとおり収録されて
います。原文に記載があれば、
別刷り請求先の著者メールア
ドレスが表示されます。

所属機関- 拡張
長い名称や、名称にバリエー
ションの多い機関の特定に役
立ちます。 をクリックする
と拡張名が表示されます。

3

抄録
すべての抄録はジャーナルの
原文に記載のとおりに収録さ
れています。(1991 年以降)

著者によるキーワード
収録されている通りのキーワ
ドのハイパーリンクが設定さ
れています。 Web of 
Science Core Collection の会
議録レコードにも含まれてい
ます。 （1991 年以降）

KeyWords Plus 
引用文献のタイトルに頻出し
た語句を表示します。
収録されている通りのキーワ
ドのハイパーリンクが設定さ
れており、従来のキーワード
やタイトル検索を拡張します。

引用ネットワークの詳細表示
被引用数・引用文献の青色数字、「関連レコードを表
示」をクリックすると、リストが表示されます。

フルテキストリンク（１）
その論文に紐づく全てのｵｰﾌﾟﾝｱｸｾｽ(OA)タ
イプのうち「ベスト」バージョンが表示
されます。

フルテキストリンク（２）
「全文オプション」ボタンをクリックすると、その他
のOAタイプ（ベストバージョン以外）が表示されます。

+

【資料6-2】



クイック・レファレンス・ガイド④Web of Science

影響力の強い論文をすばやく探す

ジャーナルインパクトファクターを確認する

※InCites Journal Citation Reports（JCR） のご契約が必要です。（P.7参照）

ジャーナルインパクトファクター（JIF）
あるジャーナルの年間の平均被引用数を示す指標（ JCRの機能※）。そのジャーナルの「インパクト」を計る指標の１つ。
分野のランク
そのジャーナルが分類されている分野におけるそのジャーナルのJIFの順位（順位/その分野のジャーナル数） 。
分野の四分位
そのジャーナルの分野内で、JIF順にジャーナルを並べた場合の相対的な位置。Q1~Q4まであり、Q1が最も高い。

4

論文の影響力を計る指標はいろいろありますが、『被引用数』（引用された回数）や『利用回数』は重要な指標になります。
検索結果画面で、 『被引用数』の多い順や『利用回数』の多い順に並べ替えてみましょう！（デフォルト設定では、検索結
果が出版の日付の新しい順に表示されています。）

More▼ 並び替え可能なその他の項目

：直近10年間に発表された論文のうち、その論文が発表された分野・年代において、上位1％の引用を集めた論文。

：直近2年間に発表された論文のうち、その論文が発表された分野・年代において、直近2か月間に上位0.1％の引用を
集めた論文。

「検索結果」ページにおいて、
ジャーナル名をクリック。

※ホットペーパー/高被引用文献の表示にはEssential Science Indicators(ESI)の
ご契約が必要です。(P.7参照)
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特定のトピック（キーワード）や著者名、研究機関名などで論文を検索した結果を、さらに掘り下げてみることで、研究トレ
ンドを把握したり、その分野で多くの論文を出している研究機関や研究者、さらには助成金提供元、共同研究機関などを把握
することができます。
「結果の分析」機能を使って、研究をより戦略的に組み立てませんか？

Web of Science

業績の可視化～引用レポートの作成～

検索結果を掘り下げる～結果の分析～

5

検索結果セットの引用統計を提供します。ご自身の論文セットでこの機能を利用すると、h-indexや、自身の論文１つ１つ
の引用先まで詳細に知ることができます。
※ 10,000レコードを超える検索結果の場合、この機能は利用できませんので、絞り込み機能やマークリストを使用して結果数を制限する
必要があります。

例）GaN(窒化ｶﾞﾘｳﾑ)で検索して得られた4,476件の結
果について、著者の「所属機関」を分析。どこの機関
から多くGaNの論文が出ているか一目瞭然でわかりま
す。

最大25位まで
表示可能

分析の「視点」を
選びます

ページ下方に最大
で上位500位まで
表示可能

グラフ種類を選択

「年別の被引用数」グラフの下方に、検索結果セットに含ま
れる論文すべてについて、一報ごとの詳細な被引用情報があ
ります。
１つ１つの論文が何年に何回引用されたのか、引用先はどの
論文なのかを辿ることができます。

（P.2参照）

Excel等にダウンロード可。

■年別の被引用数のグラフ

■h-index■合計出版物数 ■引用論文数■被引用数の合計

（P.2参照）
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引用アラート：指定した文献が引用されたときにメールでお知らせを受信

検索アラート：よく検索する事柄について、最新の検索結果を自動で定期的にメールで受信

1sun%moon@clarivate.com

ips 細胞 保存名は、日本語も入力可能

更新頻度：毎日／毎週／毎月

メールアドレスの入力

1sun%moon@clarivate.com

メール形式が選択可能

メールアドレスの入力

アラート機能で最新情報をリアルタイムに掴む！（※サインインが必要です）

ユーザー登録（サインイン）すると、使える機能が増えます！

過去の検索式・検索履歴に
アクセス

メールアラートの作成
(最新の検索結果や気になる論文が
引用されたらメールでお知らせ)

オンライン版の
文献管理ツールEndNoteの利用

『文献検索』×『論文執筆』を最大限効率化

Step2
メールアドレス

入力

Step3
入力した

メールアドレス
にコードが届く

Step4
コードを入力

Step5
My情報の入力

Step6
登録完了

パスワードのガイドライン

8文字以上（スペースなし）で次の文字を含む：

⁃少なくとも1つの数字 0～9

⁃少なくとも1つのアルファベット、大文字と小文字を区別

⁃少なくとも1つの記号 : ! @ # $ % ^ * ( ) ~ `{ } [ ] | & _

例：1sun%moon

Step1
サインインから

登録

自宅や学外でも
WoSに接続

＜検索結果＞画面にて

＜詳細表示＞画面にて

ツール▼ 検索とアラート▼

※アラートの設定は「検索とアラート▼」からいつでも変更可能
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＜参考情報＞

Web of Scienceの関連サービス

EndNote:
オンラインで使える文献管理ツールです。Web 
of Scienceご購読機関では機関版をお使いいただ
けます。
Web of Scienceからはもちろん、Google 
Scholar、PubMed、CiNii、医中誌Webなど多く
の文献検索ツールから書誌情報をEndNoteに送
信・保存できます。論文やレポートを書く際に、
引用文献リストの作成に威力を発揮します。ご
使用には登録（サインイン）が必要です。
（P.6参照）
初めてご利用の方はこちらもご参照ください。

Publons (パブロンズ):
https://publons.com/about/home
Publonsは研究者の査読実績・学術誌の編集委員実績
に加えて、研究業績も一括して管理できる「研究者
プロファイリングツール」へ進化しました。無料な
がら、研究者の業績をトータルに管理する本格的な
ツールです。Web of Science/EndNoteと同じ登録
メールアドレス・パスワードを使ってすぐに利用を
開始できます。 Web of Scienceで自身の論文を検索
し、「検索結果」画面で自身の論文を選び、
「Publonsに保存して引用を追跡」機能を使うことも
できます。

EndNote click(旧Kopernio): https://kopernio.com/
EndNote clickはワンクリックで論文のフルテキストPDFを入手するための無料アドインツールです
（Google Chrome, Firefoxで利用可能）。 Web of Scienceをはじめ、 PubMedなど20,000以上のサイトで
ご利用できます。検索結果画面にてフルテキストPDFを入手できる論文レコードには下の様なアイコンが
表示され、このアイコンをたった1回クリックするだけでPDFファイルが開きます。

開いたPDFはあなたのEndNote clickロッカーに保存され、EndNoteに送ったりもできます。これまでの論
文検索の経験を変えるツール、 EndNote click を是非体験してください。

Journal Citation Reports (JCR) :
自然科学・社会科学両分野の、世界を代表する学術
雑誌について、ジャーナルインパクトファクターを
はじめとする様々な指標を用いて、体系的かつ客観
的な評価を可能にします。引用データに基づいて定
量化した統計情報を提供することで、学術雑誌を取
捨選択する場合や、投稿先を選択する際に、指標に
基づく意思決定が行えるよう支援します。
（P.4も参照）

Essential Science Indicators (ESI) :
Web of Science Core Collectionのデータ
に基づき、研究業績に関する統計情報と、
研究動向を提供するデータベースです。
（P.4も参照）

InCites (InCites Benchmarking ) :
Web of Scienceをソース源とし、研究者・論
文・研究機関など様々な切り口から研究力を
分析し、グローバルレベルで比較することも
出来ます。

利用したい製品・サービス名をクリックしてください。
（InCites, Journal Citation Reports, Essential Science Indicatorsは別途ご契約が必要です。）

収録されている雑誌を調べる
ヘルプ▼→マスタージャーナルリスト、から
Web of Scienceに収録されている雑誌を調べ
ることができます。

日本語 ▼

▲

EndNote basicご使用の準備ガイド
(※PDFを開きます)

言語
表示言語を
選べます。

Publons紹介動画
（日本語版あります）
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研究者と研究マネジメントの活動を支える
Web of Science

新しい研究テーマに取り組むときに『本当に読
むべき論文』を読んで、独創性の高い研究計画
を立てたい

! 学部で有名な先生の論文は、誰にどれくらい引
用されているのか?

必要な論文を漏れなく・効率よく探したい! 自機関が強みのある研究分野は？?

自分の論文は誰に、どれくらい引用されている
のか知りたい!

自機関の研究者は、どんな団体から研究助成金
を得ていてどんな成果を上げているか?

研究者の研究活動 研究マネジメント

研究計画

発表
（論文・特許）

研究資金
獲得

戦略立案

分析
・

モニタリング

情報収集
・
着想

研究
・

共同研究

研究支援
- 資金獲得
- マッチング

業績収集

Web of Scienceの操作に関するサポートツール
Web of Science サポート～ユーザーガイド・簡易マニュアル・サポート動画など

https://clarivate.jp/training/web-of-science/

カスタマーサービス
E-Mail ts.support.jp@clarivate.com
Free Call 0800-170-5577 (土日祝日を除く 9:30～17:30)

A

Q

「Web of Science:よくある質問集」もご活用ください。
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